
ドライバーリスト画面

ドライバーリスト

ドライバー名

ドライバーID

・ 本アプリは、 FEELythm センサー VE31S100 と無線通信 (Bluetooth) で接続して眠気検知システム
  を利用するためのアプリです。
・ 本アプリは、 Android4.4 以上で動作します。

■ご利用前に 『FEELythm センサー VE31S100 取扱説明書』 の 「安全上のご注意」 を必ずお読みください。

■本アプリは、 以下の当社 Web サイトからダウンロードしてください。 ダウンロード方法についても Web サイトをご参照ください。

FEELythm センサー VE31S100 専用アプリダウンロードサイト

測定中画面の見方
測定中画面の各部の名称

電源確認アイコン

眠気レベルメーター

走行開始⇔停車
切り替えボタン

ドライバーの眠気レベルを 7 段階 (1~7) 
のメーターで表現しています。

振動切替ボタン

センサーの電源の ON/OFF 状態を示します。

走行終了ボタン

走行開始 ( 再開 ) 時と、 停車時に使用す
るボタンです。 [ 走行開始 ] と表示されてい
る状態でボタンをタップすると [ 停車 ] ボタン
に表示が切り替わります。 逆の場合も同様
です。
[ 走行開始 ] をタップすると測定を開始 / 再
開し、 [ 停車 ] をタップすると測定を一時停
止します。

センサーの振動通知のパターンを変更するときに使用するボタンです。
タップするごとに、 パターンが変化します。

走行を終了するときに使用するボタンです。
本ボタンをタップするごとにログファイルが作ら
れデータが保存されます。

イヤークリップセンシングレベル
イヤークリップセンサーの脈波のセンシング精度を
左から右へレベル 1 ～ 5 のゲージで表現していま
す ( レベル 0 はゲージが点灯しません )。
数値が大きいほど精度が良いことを示しています。
レベル０：全くセンシングできていない
             ( イヤークリップ装着不備など )
レベル１：かなり低い
レベル２：低い
レベル３：やや低い
レベル４：良好
レベル５：極めて良好
※詳しくは裏面の 「こんなときは」 をご覧ください。

ドライバーリストへのドライバー登録
アプリの初回起動時、 もしくは、 ドライバーが 1 人も登録されていない場
合は、 まずドライバーの名前と ID を登録する必要があります。 下記の手
順に従って登録してください。

ドライバーの名前と ID を入力し、[OK]
をタップすると確認ダイアログが表示され
るので、 [OK] をタップします。

追加したドライバーの名前と ID が
ドライバーリストに表示されます。

ドライバーリストの編集 (追加・変更・削除 )

■ドライバーの情報 [※５]を変更する場合
変更したいドライバーの名前を
タップし、[ 変更 ] を選択します。

変更したい項目を変更したら
[OK] をタップすると更新されます。

[※５] ドライバー名、 眠気検知感度、眠気レベルの基準値

アプリの起動
アプリ 「FEELythm」 のアイコン　　　 をタップします。
 １ 

[ ※ 1] 初回起動時およびドライバーが登録されていない場合は、 ドライバー登録をする必要があります。
          → 「ドライバーリストへのドライバー登録」 をご覧ください。

 ２ ドライバー名の選択 ・ 測定開始

ドライバーリストのデータ保存 /読込

✤眠気検知感度：各ドライバー眠気検知の感度を設定できます。
   眠気の予兆 ・ 検知の通知頻度が極端に少ない場合は、
   [3: やや高い ][4: 高い ] に設定してください。
  極端に通知頻度が多い場合は、 [1: やや低い ][0: 低い ] に
  設定してください。

■ドライバーを削除する場合
削除したいドライバーの名前を
タップし、[ 削除 ] を選択します。

[ ドライバーリストの編集 ] を
選択します。

[ 追加 ] をタップするとドライバー
登録画面に遷移します。 以降ド
ライバー登録と同様の手順で追
加します。

■ドライバーを追加する場合

[ 保存 / 読込 ] を選択します。

確認ダイアログが表示されます。
[OK] をタップすると削除されます。

登録してある全ドライバーのデータ [ ※６] をスマートフォンの本体 [ 内蔵ストレージ ] もしくは [SD カード ] に [ 保存 ]/[ 読
込 ] ができます。 複数のスマートフォンに同じデータを展開して使用することが可能です。 保存したドライバーリストのデータ
を別のスマートフォンの同フォルダに、 ファイルマネージャーアプリなどでコピーしたのち [ 読込 ] によりアプリに取り込みます。

[※６] ドライバー名、 ドライバー ID、 眠気検知感度を CSV ファイル形式で保存

商標および著作権について
「Android」 「Gmail」 は、 Google Inc. の商標または登録商標です。
Bluetooth は、 米国 Bluetooth SIG, Inc. の登録商標です。
その他の各製品名は、 各社の商標、 または登録商標です。
その他の製品名は、 各社の著作物です。
Copyright FUJITSU LIMITED 2015

( 西暦年月日 )  ( 時分秒 )

 ４ 測定終了

[ ※３] 眠気レベルが６、 ７に遷移した際、 画面上に注意喚起ダイアログが数秒間表示され
          ます。 音声通知機能を ON にしている場合は、 同時に音声でも通知します。

イヤークリップから脈波がセンシング
できない場合 [ ※２]

イヤークリップセンシングレベル０
( メーター色︓グレー )

眠気レベルが 1~5 の場合

覚醒中
( メーター色︓グリーン )

眠気検知
( メーター色︓レッド )

眠気レベルが 7 になった場合

[ ※３]

眠気レベルが 6 になった場合

眠気予兆
( メーター色︓イエロー )

[ ※３]

・ センサー電源 OFF
・ 無線接続中

・ イヤークリップ未装着
・ イヤークリップ装着不備

[ ※２] ・ 無線接続失敗
・ 無線接続切れ

・ 充電中

[ ※７] ドライバーリストのデータは以下のフォルダに保存されます ( 機種によって異なる場合があります )。
◆内蔵ストレージ：/storage/emulated/0/Android/data/com.fujitsu.vehicleict.feelythm/driverlist
◆ SD カード :/storage/sdcard1/Android/data/com.fujitsu.vehicleict.feelythm/driverlist
保存ファイル名はともに 「FEELythm_DriverInfo_YYYYMMDD_hhmmss.csv」

■センサーの装着については、 『FEELythm センサー VE31S100 取扱説明書』 をご覧ください。

(URL) http://spf.fmworld.net/vehicle/feelythm/download/

電池残量低下通知アイコン
センサーの電池残量が 10 時間未満に
なったときに表示されるアイコンです。

[ ※４] 本マニュアルでは Fujitsu ARROWS スマートフォンを例に
画面表示について説明していますが、 各社スマートフォンによって
メニューアイコン ・ 配置が異なる場合があります。

メニューアイコン［※ 4］をタップします。

 ３ 走行開始⇔停車

 � 

 � 

測定開始前

 � 

ドライバーリスト画面が表示されるので、 ご自身のお名前をタップしてください。 [ ※ 1]
確認ダイアログが表示されるので、 間違いなければ [OK] をタップしてください。
測定開始画面が表示されたら [ 走行開始 ] ボタンをタップして測定を開始してください。
測定が開始されるとメーター画面がグレーからグリーンに変わります。

 � 
 � 
 � 
 � 

休憩する際や、 荷積み、 荷降ろしの際は [ 停車 ] をタップして測
定を一旦中断してください ( メーター画面がグレーになります）。
走行を再開するときは［走行開始］をタップしてください ( メーター
画面がグリーンになります )。

 � 

 � 

走行開始 ( 測定中）

 � 

 �  � 

停車中

メーター画面の種類

ドライバーリストへ新規にドライバーを追加する場合、 既に
登録済みのドライバーの設定情報を変更する場合、 登録
済みのドライバーを削除する場合に使用するメニューです。

保存をタップします。

本体 [ 内蔵ストレージ ]、
もしくは [SD カード ] のどちら
かをタップします。

走行が終了したら 「走行終了」 をタップします。
確認ダイアログが表示されるので、 「OK」 をタップして
終了するとドライバーリスト画面に戻ります。

 � 

 � 

 � 

 � 

データ保存

SD カードに保存内蔵ストレージに保存
保存先のフォルダと CSV ファイル名がダイアログ表示されます。

データの保存先を選択

※タップした時点で保存されます

データ読込

内蔵ストレージを読込み SD カードを読込み
コピーした CSV ファイルをタップするとデータを読込みます。

保存した CSV ファイルを別のスマートフォンの同フォルダ
[ ※７] にファイルマネージャーアプリなどでコピー

( ドライバー名がドライバー ID で登録されたリスト )

FEELythm センサー VE31S100 Android専用スマホアプリについて

アプリ起動～走行開始～停車～走行終了

ドライバー ID を削除すると、
そのドライバーのログも削除されます。

タップして選択状態になると
背景色がブルーに変化

眠気レベル基準値：各ドライバーの眠気レベルを判断する
ための指標となる基準値です。 各ドライバーの脈波情報
から算出しています。 基準値を改めてとり直したいときは、
[ 眠気レベル基準値のリセット ] ボタンをタップすると初期化
され、 とり直すことができます。

✤

ログの参照

メニューアイコンをタップし、
[ ログビューワ ] を選択します。 参照したいドライバーをタップします。

参照したい日付を選択し、 [OK] をタップします。
※３ヶ月前～本日までの範囲を指定できます。 参照したい時間帯をタップします。

前後の日付に移動できます。

ログが表示されます。

ログとして保存されている眠気レベルと時刻データを参照することができます。

✤本アプリを起動すると、 常時画面が点灯します。
電池の消費を抑えるために、 以下の手順で設定を
変更することができます。
[ 動作設定 ] - [ 常時画面 ON 設定 ] - [OFF] を
選択

FEELythm センサー VE31S100 Android専用スマホアプリ

FEELythm マニュアル (Web 版）



動作設定
各種動作設定をしたり、
設定情報を保存 / 読込むことができます。

メニューアイコンをタップし、
[ 動作設定 ] を選択します。

１
２

４
３

５

６
７
８

設定情報の保存 /読込　

メール設定

※本機能を設定をするには、 Google のアカウントが必要です。 アカウントをお持ちでない場合は、 Google のアカウントを作成する必要があります
※送信元のメールアドレスとして Gmail 以外のメールアドレスを設定することはできません

設定値のリセット

設定情報項目内の [ リセット ] をタップします。

確認ダイアログが表示されるので、
[OK] をタップすると動作設定項目内
の設定値を全て初期値に戻します。

本メール通知機能は、 ドライバーが眠気を検知した際、 Google アカウントの Gmail を利用して、 任意のメールアドレスにドライバー ID と眠気検知時刻を送信する機能です。

[ 保存 / 読込 ] を選択します。

動作設定情報 [ ※８] をスマートフォンの本体 [ 内蔵ストレージ ] もしくは [SD カード ] に [ 保存 ]/[ 読込 ] ができます。
複数のスマートフォンに同じデータを展開して使用することが可能です。 保存した動作設定情報のデータを別のスマートフォ
ンの同フォルダ [ ※９] に、 ファイルマネージャーアプリなどでコピーしたのち [ 読込 ] によりアプリに取り込みます。

[※８][ 動作設定 ] １～ 4、 7 の各項目の設定情報

( 西暦年月日 )  ( 時分秒 )

[ ※９] 動作設定情報のデータは以下のフォルダに保存されます ( 機種によって異なる場合があります )。
◆内蔵ストレージ：/storage/emulated/0/Android/data/com.fujitsu.vehicleict.feelythm/settinginfo
◆ SD カード :/storage/sdcard1/Android/data/com.fujitsu.vehicleict.feelythm/settinginfo
保存ファイル名はともに 「FEELythm_SettingInfo_YYYYMMDD_hhmmss.csv」

保存をタップします。

本体 [ 内蔵ストレージ ]、
もしくは [SD カード ] のどちら
かをタップします。

データ保存

SD カードに保存内蔵ストレージに保存
保存先のフォルダと CSV ファイル名がダイアログ表示されます。

データの保存先を選択

※タップした時点で保存されます データ読込

内蔵ストレージを読込み SD カードを読込み
任意の CSV ファイルをタップするとデータを読込みます。

保存した CSV ファイルを別のスマートフォンの同フォルダ
[ ※９] にファイルマネージャーアプリなどでコピー

こんなときは
[ 動作設定 ] １～７の各項目の設定情報の設定値を
全てリセットし初期値に戻します。

• このマニュアルの内容は、 改善のため事前連絡なしに変更することがあります。
• このマニュアルに記載されたデータの使用に起因する第三者の特許権および
  その他の権利の侵害については、 当社はその責を負いません。
• 無断転載を禁じます。

９
１０

[ メール設定 ] メニューの
[Google アカウント登録 ] をタップします。

■ Google アカウント登録 ( 送信元メールアドレスの登録 )

画面の手順に沿って、 アカウントを設定します。

Google アカウント登録完了
ダイアログが表示されます。

■送信先メールアドレス登録
[ メール設定 ] メニューの
[ 送信先メールアドレス登録 ] をタップします。

送信先 ( 管理者など ) のメールア
ドレスを入力し、 [OK] をタップする
と登録されます。

[Google アカウント登録 ] の下に 「設定済み」 と表示され、
送信元のメールアドレスの登録が完了していることが確認できます。

■テストメールによる確認

通知メールの例

[ メール設定 ] メニューの
[ テストメール送信 ] をタップします。 テストメール送信に成功すると

下記のダイアログが表示されます。

設定した送信先メールアドレス宛に
下記のテストメールが届きます。

[ 送信先メールアドレス登録 ] の下に登録した送信先メールアドレスが
表示され、 登録が完了していることが確認できます。

テストメール送信ができなかった場合、 以下のダイアログが表示されます。
対処法については 「こんなときは」 をご覧ください。

設定した送信先メールアドレス宛に、 下記のような眠気を
検知したドライバーの ID を記載した通知メールが届きます。

その他

・ スマホの電波状況が良くない可能性があります。
  電波の入りやすい場所で再度実施してください。
・ [ メール設定 ] メニューの [Google アカウント登録 ] と [ 送信先メールアドレス
  登録 ] が正しく登録されているか確認してください。

■メール通知機能のテストメール送信ができない

・ レベル０( 全くセンシングできていない：イヤークリップ装着不備など ) のとき
     →正しい装着方法など、 『FEELythm センサー VE31S100 取扱説明書』
        のイヤークリップ装着に関する注意事項をご覧ください。

■イヤークリップセンサーのセンシングレベルが良好でない

 ・ レベル 1( かなり低い )、 レベル 2( 低い )、 レベル 3( やや低い ) のとき
     →運転中の車両の揺れ、 ドライバーの体の揺れ、 などの振動が
        センシングに影響している可能性があります。
        振動を抑えた状態ではセンシングが改善される場合があります。
        また、 イヤークリップセンサーのケーブルが何かと接触している場合も
        影響している可能性がありますので、 ケーブルの状態を確認してください。

■イヤークリップ装着不備時の音声通知頻度について
・ 測定中にイヤークリップ装着不備の状態になった場合の音声通知は、
  通知時間間隔設定に従います。
・ 測定開始前、 停車中にイヤークリップ装着不備の状態になった場合の
  音声通知は、 1 回のみです。

メール設定　眠気検知が検出された際に、 [ メール設定 ] 項目内の [ 送信先メールアドレス登録 ] で登録したメールアドレスに、 そのドライバーの眠
気検知情報 ( ドライバー ID と眠気検知時刻 ) を送信する機能です。 設定するには、 取得済みの Google アカウントが必要です。
詳細は [ メール設定 ] をご覧ください。 【初期値：設定無し】

６ Google アカウント登録 取得済みの Google アカウントを 「FEELythm アプリ」 に登録します。 そのアカウントのメールアドレスか
ら [ 送信先メールアドレス登録 ] で登録したメールアドレスにドライバーの眠気検知情報が送信されます。

７ 送信先メールアドレス登録 ドライバーの眠気検知情報を受信するメールアドレスを登録します。
８ テストメール送信 [ 送信先メールアドレス登録 ] で登録したメールアドレスにテストメールを送信できます。

動作設定　下記１～４の項目の設定値を変更 ・ 設定できます。

１ 予兆の通知方法 眠気予兆の通知方法を、［センサー振動］［スマホ音声］［スマホ振動］の３つの方法から任意の組
み合わせ ( 全て未選択も可 ) を設定することができます。 【初期値：センサー振動 ・ スマホ音声】

２ 検知の通知方法 眠気検知の通知方法を、［センサー振動］［スマホ音声］［スマホ振動］の３つの方法から任意の組
み合わせ ( どれか１つは必須 ) を設定することができます。 【初期値：センサー振動 ・ スマホ音声】

3 通知時間間隔 [ 眠気予兆 ] [ 眠気検知 ] [ 無線接続失敗 ] [ イヤークリップ装着不備 ] が継続している際の通知の
時間間隔を 10 秒 ~120 分の間で 10 秒単位で設定できます。 【初期値：300 秒】

４ 常時画面 ON 設定 画面を常時点灯するか設定できます。 スライドスイッチで ON/OFF 設定します。 【初期値：ON】

５ パスワード設定 [ ドライバーリストの編集 ][ 動作設定 ][ ログビューワ ] のメニューを選択した際にパスワードの入力を求
めるよう設定できます。 【初期値：無効】

設定情報　動作設定 ・ メール設定の各項目で設定した設定値の保存、 読込、 リセットができます。
９ 保存 [ 動作設定 ] １～４、 ７の各項目の設定情報を保存します。

１０ 読込 [ 動作設定 ] １～４、 ７の各項目の設定情報を読込みます。
１１ リセット [ 動作設定 ] １～７の各項目の設定情報の設定値を全てリセットし初期値に戻します。

⇔

（画面はメールソフトにより異なります。）

・ Gmail の保存容量が不足するとメール送信できなくなります。
  Gmail アプリなどで不要なメールなどを削除してください。

■メール通知機能のメール送信ができない

１１

現在の設定値
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